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　例えば、内閣府政府広報室が行っている 2012 年（平成 24 年）の「治安に
関する特別世論調査」では、最近の 10 年間で日本の治安はよくなったと
思うか、悪くなったと思うかという質問に対して、「どちらかといえば悪
くなったと思う」が 52.6％、「悪くなったと思う」が 28.6％で、小計 81.1％
の人が治安悪化を感じているという結果が出ていた3。他方で、『犯罪白
書』（法務省）の統計データを見てみると、日本国内の犯罪認知件数は、確







































































































　上に示したグラフ（図１）は、『犯罪白書』（1960 年＝昭和 35 年発刊）およ
び『警察白書』（1973 年＝昭和 48 年発刊）の PDFまたは HTMLドキュメント
上で、「地域社会」というキーワードが用いられた回数（ヒット数）をカウ
ントし、５年毎にまとめて集計した結果である5。





























なかった点が指摘できる。後で見るように、1970 年代から 80 年代という
のは、日本における犯罪不安概念の形成期にあたっているのである。
　さて、『警察白書』上に初めて犯罪不安関連の統計データが紹介される
のは、1974 年（昭和 49 年）版においてである。警視庁（東京）が都内 2,000
世帯を対象に 1973 年（昭和 48 年）に行った調査の結果として、
　自分の家が盗難に遭うかもしれないという不安感を持っている者は、
全体の 32％となっており……（『警察白書』（＝KH）1974, p. 62）8
と、具体的な数値が示された。翌々年の 1976 年（昭和 51 年）版では、
　昭和 50 年５月に総理府が実施した「犯罪や事故に対する不安及び
警察活動に関する世論調査」の結果では、調査対象者の半数近く
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1977 年（昭和 52 年）版ではついに詳細な侵入盗特集が組まれた。「侵入盗は、
窃盗犯の中でも職業的常習犯人によるものが多く、また、屋内へ侵入する
ということから、国民に大きな不安感を与え








３　二種類の犯罪不安の混在 ─ 1980 年代
　次に 1980 年代へと視線を転じよう。1983 年（昭和 58 年）には、犯罪不
安が８割を超えるという、にわかには信じがたいデータが紹介される。
　昭和 57 年４月に発表された警視庁の調査によると、日常生活のな




ており、前回調査（51 年）の 82.5％を上回った（KH 1983, p. 130）11。
















の証左に、翌々年の 1986 年（昭和 61 年）に紹介された抽象的犯罪不安に関
する調査結果では、再び数値の上昇が見られる。









































（KH 1983, p. 130、再掲）。
　ところが表中の数値を見回してみても、85.2％（前回調査時 82.5％）とい
う数値の直接的根拠になったであろう数値は見つからない。表は上下二段
に分かれており、上段が前回調査時の結果（1976 年＝昭和 51 年）、下段が今
10　（渡邊）


















































































































































































51（％） 55.3 34.8 33.7 36.1 23.4 24.6 11.2 15.9 1.2 17.5
56 55.2 41.1 38.1 36.2 24.4 21.9 10.8 8.8 3.6 14.8
図２　不安を抱いている犯罪（昭和 51、56 年）

















フェアに示そうとするのであれば ─ 1970 年代の『警察白書』がずっとそ






























ると、1970 年（昭和 45 年）から毎年減少が続いていたものの、それが 1973

















打ち出されている（KH 1979, p. 84）





































































２ 語源はラテン語の se-（～がない、を意味する接頭辞）と cura（心配・気遣い）
とされる。
３ より正確に述べるなら、2006 年（平成 18 年）に行われた同じ調査（前回調査）
での否定回答率の小計は 84.3％であり、2012 年調査時には 3.2 ポイントの下降が






５ 筆者作成。なお 1972 年以前は『警察白書』がまだ存在しないため、『犯罪白書』
のみの集計結果となる。







９ KH 1977（HTML 版）、第 ２ 章‒3、URL: https://www.npa.go.jp/hakusyo/s52/
s520200.html、2019 年９月 13 日閲覧。
10 Ibid.
11 なお 1976 年（昭和 51 年）に実施されたという「前回調査」に関する言及は、






成などが挙げられていた（cf. KH 1974; KH 1976; KH 1977）。
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